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ガス化技術によりバイオマスをH2とCO2に分解して、そのCO2を分離回収することでCO2フリー水素を製造します

分離回収したCO2は、既存の油・ガス田を活用して地下に圧入・貯留して、ネガティブエミッションを実現します

構想

計画

◼地産地消の未利用材等を活用して、バイオマスのガス化技術の確立を目指し、今年度よりフィージビリティスタディを開始します

◼ 2020年代後半には、ガス化技術によるバイオマスからの水素製造とCCUSを組合わせた実証事業の開始を目指します

2022年度 事業化調査・設計・建設 2020年代後半 CO2フリー水素製造実証

バイオマス調達（未利用材等）の検討 → 水素利用を含めた地産地消モデルの実証

バイオマスガス化技術の検討 → CO2フリー水素製造技術の確立

既存油田・ガス田でのCCUS検討 → 早期のCCUS実証の実施

CO2

バイオマス燃料

大気中のCO2吸収

ガス化炉

CO2分離・回収

CO2

CCUS*/カーボンリサイクル

H2

CO2フリー水素需要

* CO2の分離･回収・有効利用・貯留




